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    ◎開会の宣告 

〇長島邦夫議長 皆さん、おはようございます。平成 24年第２回臨時会に

ご参集いただきまして大変ご苦労さまでございます。 



  ただいまの出席議員は全員であります。よって、平成 24年嵐山町議会

第２回臨時会は成立いたしました。 

  これより開会をいたします。 

                             （午前１０時００分） 

 

    ◎開議の宣告 

〇長島邦夫議長 これから本日の会議を開きます。 

 

    ◎会議録署名議員の指名 

〇長島邦夫議長 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

  本臨時会の会議録署名議員は、会議規則第 120条の規定により、 

   第 11番  安 藤 欣 男 議員 

   第 12番  松 本 美 子 議員 

  を指名いたします。 

 

    ◎会期の決定 

〇長島邦夫議長 日程第２、会期の決定についてを議題といたします。 

  会期の決定につきましては、本日午前９時より議会運営委員会が開催さ

れておりますので、委員長にその報告を求めます。 

  安藤議会運営委員会委員長。 



          〔安藤欣男議会運営委員長登壇〕 

〇安藤欣男議会運営委員長 おはようございます。議会運営委員会から報

告を申し上げます。 

  第２回臨時会を前にして本日午前９時から議会運営委員会を開会いたし

ました。出席委員は、議会運営委員並びに委員外議員出席者として長島議

長並びに出席要求に基づく出席者として岩澤町長、高橋副町長、井上総務

課長、田邊まちづくり整備課長にご出席をいただきまして、提出されます議

案について説明を求めました。長提出議案については１件でございます。そ

の後、委員会で協議した結果、第１回臨時会は本日８月 10日の１日限りと

することに決定をいたしました。会期予定並びに議事日程につきましては、

お手元に配付のとおりでございます。以上、議会運営委員会から決定しまし

たことをご報告いたします。 

  以上でございます。 

〇長島邦夫議長 お諮りいたします。 

  本臨時会の会期は、ただいま委員長報告のとおり本日１日限りといたし

たいと思います。これにご異議ございませんか。 

          〔「異議なし」と言う人あり〕 

〇長島邦夫議長 ご異議なしと認めます。 

  よって、会期は本日１日限りと決定いたしました。 

 



    ◎諸般の報告 

〇長島邦夫議長 ここで若干の報告をいたします。 

  まず、議事予定につきましては、お手元に配付しておきました議事日程

のとおりでありますので、ご了承を願います。 

  次に、今臨時会に提出されました議案につきまして報告をいたします。

町長提出議案１件であります。提出議案一覧表をお手元に配付しておきま

したので、ご了承を願います。 

  次に、今臨時会に説明員として出席通知のありました者の職氏名を一覧

表としてお手元に配付しておきましたので、ご了承を願います。 

  以上で若干の報告を終わります。 

 

    ◎議案第３８号の上程、説明、質疑、討論、採決 

〇長島邦夫議長 日程第３、議案第 38号 工事請負契約の締結について

（道路改築工事）の件を議題といたします。 

  提案者から提案説明を求めます。 

  岩澤町長。 

          〔岩澤 勝町長登壇〕 

〇岩澤 勝町長 議案第 38号につきまして、提案の趣旨をご説明申し上げ

ます。 

  議案第 38号は、工事請負契約の締結についての件でございます。町道



菅谷３号線改築工事の施工に関し、株式会社大野工務所と工事請負契約

を締結するため、地方自治法第 96条第１項第５号及び議会の議決に付す

べき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第２条の規定により議会

の議決を求めるものでございます。なお、細部につきましては担当課長より

説明をさせていただきます。 

  以上をもちまして説明を終わらせていただきます。 

〇長島邦夫議長 次に、担当課長から細部説明を求めます。 

  田邊まちづくり整備課長。 

          〔田邊淑宏まちづくり整備課長登壇〕 

〇田邊淑宏まちづくり整備課長 それでは、議案第38号について細部説明

をさせていただきます。 

  議案書をごらんいただきたいと存じます。まず、１の契約の目的でござい

ますが、道路改築工事（町道菅谷３号線）でございます。２、契約の方法でご

ざいますが、一般競争入札（事後審査型）でございます。３、契約の金額で

ございますが、3,885万円でございます。うち取引に係る消費税及び地方

消費税の額につきましては 185万円でございます。契約の相手方でござい

ますが、埼玉県東松山市神明町一丁目１番４号株式会社大野工務所代表

取締役、田代惣一氏でございます。 

  次に、参考資料でご説明をさせていただきますので、ごらんいただきたい

と存じます。まずは、１、工事名は道路改築工事（町道菅谷３号線）でござい



ます。２、工事の概要でございますが、参考資料に平面図を３枚と標準横断

図をつけさせていただいておりますので、ごらんいただきたいと存じます。 

  初めに、工事延長でございますが、平面図その１の県道の交差点を起

点といたしまして、平面図その３の菅谷小学校わきの町道の交差点を終点

とする間の 368 メートルと町道２―21号線のすりつけ部分の 31.4 メートル

を含みまして 399.4 メートルでございます。 

  次に、幅員でございますが、標準横断図が一番最後にございます。標準

横断図に記載してあります 8.57 メートルの幅員の箇所につきましては、平

面図その２のナンバー８プラス 10 メートルのほぼ中間でございますけれど

も、そこの町道の交差点から終点までの間でありまして、車道の５メートル

に歩道の 2.5 メートルをパトロールセンター側の片側に設置するというもの

でございます。 

  続きまして、10 メートルの幅員の箇所につきましては、平面図その１の

ナンバー３プラス 12.5付近から平面図その２のナンバー８プラス 10のほ

ぼ中間の交差点、先ほどの交差点でございますけれども、その間でありまし

て、車道の５メートルに歩道の２メートルを両側に設置するものでございます。

しかし、今回のこの工事の請負契約の内容では、平面図の片側の赤の着

色がされていない歩道の部分があるわけでございますけれども、その部分

については計上しておりません。この部分につきましては、補償物件が残っ

ておりまして、移転が完了したら変更で増工し、対応したいというふうに考え



ておりますので、よろしくお願いいたします。 

  なお、平面図その１の起点、県道側からナンバー３プラス12.5付近まで

の間につきましては、道路用地が不足しているため、今回の交付金事業で

は当初の予定していた10メートルの幅員で整備が難しいため、道路の用地

の範囲の中ですりつけ工事を施工したいというふうに考えております。 

  続きまして、工事につきまして説明させていただきます。初めに、土工で

すが、土工につきましては掘削、埋め戻し、残土処理でございます。 

  次に、地盤改良工ですが、在来の路床が軟弱な路床であるため、厚さ

45 センチの路床安定処理工を 2,343.9 平方メートル計上してございます。 

  次に、排水構造物工ですが、側溝といたしまして街渠縦断管工、車道と

歩道との間に表面排水を処理するために 234.2 メートル計上してございま

す。長尺Ｕ字溝工は、歩道がつかない車道部分の民地側の路肩に 164.1

メートル計上してございます。 

  続きまして、管渠工といたしまして、ボックスカルバート56メートルと硬質

塩化ビニル管 21.6 メートルは、側溝から排水を集水升に接続する横断部

分に計上してあります。 

  続きまして、集水升工といたしまして、管理升 17カ所は街渠縦断管の管

理用の升です。集水升工 12 カ所は、側溝と横断施設の接続部分に計上し

てあります。 

  次に、構造物撤去工ですが、舗装版撤去の 2,591.0平方メートルは現



道のアスファルト舗装版の撤去でございます。構造物取り壊しにつきまして

は、95.4立方メートル計上してございますけれども、これにつきましては現

道のコンクリートの構造物の取り壊しを計上してございます。 

  次に、舗装工でございますが、アスファルト舗装工の車道部といたしまし

て、車道の表層工、厚さ５センチを 2,329.8平方メートル、それとブロック

舗装工の歩道部といたしまして、インターロッキングブロック工、厚さ８センチ

を 568.6平方メートル計上してあります。 

  次に、防護さく工ですが、車道と歩道とを分離するため、車どめポスト 53

本を計上しております。 

  次に、道路附属施設でございますが、区画線等を計上しております。 

  続きまして、裏のページをごらんいただきたいと思います。３の請負業者

等審査選定委員会につきましては平成 24年７月５日です。 

  ４の公告期間につきましては、平成 24年７月９日から平成 24年７月 30

日までです。 

  ５の入札参加申し込み締め切り日は平成 24年７月 25日です。 

  ６の仕様書閲覧期間は、平成 24年７月９日から平成 24年７月 30日ま

でです。 

  ７の質疑応答書提出日は平成 24年７月 17日です。 

  ８の質疑応答書回答日は平成 24年７月 19日です。 

  ９の入札年月日につきましては平成 24年７月 31日です。 



  10の入札参加者につきましては、株式会社大野工務所、株式会社小宮

工業、株式会社須長建設、関中建設株式会社、株式会社田中工業、株式

会社中村組、株式会社淵上工務店、三井住建道路株式会社関東支店北関

東営業所の以上８社です。 

  11の工期は平成 25年１月 31日です。 

  12の契約保証金につきましては、請負代金の 100分の 10以上の額で

す。 

  13の契約金の支払い方法は、前払い金 1,550万円以内で、残金につ

きましては完成引き渡し後一括払いです。 

  14の参考図書につきましては、入札調書兼契約締結伺のコピーと建設

工事請負仮契約書の写し及び図面を添付しておりますので、ご高覧いただ

きたいと存じます。 

  以上で細部説明を終わらせていただきます。よろしくお願いいたします。 

〇長島邦夫議長 提案説明及び細部説明が終わりましたので、質疑を行い

ます。 

  第 13番、渋谷登美子議員。 

〇13番（渋谷登美子議員） この工事なのですけれども、車どめポスト 53

本、防護さく工ということでありますけれども、ここはかなり自転車が通るの

ですが、この自転車が今車道を通るようになっていますので、自転車が車と

すれ違うときとか一緒になりますよね。車と共存できないというか、ちょっと



入れるような場所というのは、車道から歩道に逃げ込めるような場所という

のは少しずつでもできるような形で設計がされているのでしょうか。ここのと

ころはかなり自転車が通る道でもありますので、その点はどのようになって

いるか伺いたいと思います。 

〇長島邦夫議長 田邊まちづくり整備課長。 

〇田邊淑宏まちづくり整備課長 お答えいたします。 

  車と歩行者、歩道と車道の分離ということでポスト 53本を計上してござ

いますけれども、歩道と車道の間は５センチぐらいの段差でできておりまし

て、車が歩道のほうに乗り入れることもできますし、また先ほど言ったように

全体で 53本ということで、それを振り分けて立ててございますので、歩行者

につきましては、車道と歩道を行ったり来たりとか、自転車とかそういうのが

自由にできるような形になっております。車だけはなるべく入れないようにと

いうことで、ポストを置いていくというような形です。 

〇長島邦夫議長 渋谷登美子議員。 

〇13番（渋谷登美子議員） ５センチというのは、結構自転車が急に逃げよ

うとするときにはかなり高さとしてはあると思うのですけれども、それは一般

的にそういうふうになっているものなのか、それとも少しスロープ的になって

いるのか。ここのところちょっと研究のしどころだと思うのですけれども、今自

転車が入れるようにちょっと逃れるようにするところというのは割と段差がな

いような形のものもあると思うのですが、その点についての研究というか、



そこら辺はどうでしょうか。あそこは、菅谷中の子供たちも自転車通学の子

供はそれなりに通ると思いますし、結構使われているのではないかなと思う

のです。そこのところは、歩道というふうな形で逆に出てきてしまいますと、

自転車の側が逃げられない形になってきて、車道と歩道が分離して、今まで

の一体感のすぐよけれるタイプの道とは違ってくるので、そこら辺がどのよう

に工夫されているかというのは、ある程度自転車に対しての考え方もあって

もいいのかなと思うのですが、自転車の保護というのですか、それはどうで

しょうか。 

〇長島邦夫議長 田邊まちづくり整備課長。 

〇田邊淑宏まちづくり整備課長 標準横断図をちょっと見ていただきたいと

思うのですけれども、この標準横断図で車道と歩道が載せてあるわけでご

ざいますけれども、車道と歩道の間に５センチの段差がつくのですけれども、

この部分につきましてはすりつけのブロックを施工するわけでございまして、

自転車のほうがこのすりつけのブロックの上を通って歩道の上に上がって

いくような形になると思います。ポストというのがつく場所は、先ほど言った

縁石の部分、台形の形のものがあると思うのですけれども、この箇所にポ

ストを立てるということでございまして、ここで車道と歩道の分離をしていくと

いうことです。 

          〔何事か言う人あり〕 

〇田邊淑宏まちづくり整備課長 標準横断図、一番最後の図面にこの断面



がかいてあります。この断面を見てもらうと、車道の５メートルの先に 50セ

ンチの路肩がございまして、その先に施設帯ということで 50センチあるので

すけれども、この中に車道と歩道を分離するブロックを置くわけなのですけ

れども、このブロックについては、斜めにすりつけてあるブロックでございま

して、段差というか、斜めに上がっていけるようなブロック、要するに人が行

ったり来たりできるような形になっております。 

〇長島邦夫議長 渋谷登美子議員。 

〇13番（渋谷登美子議員） イメージ的に今までの車道と歩道のブロックと

いうのは、完全にブロックが置いてあるような感じで車道と歩道が分離され

ているものが多いですよね。それはないというふうに見ていいのですね。 

〇長島邦夫議長 田邊まちづくり整備課長。 

〇田邊淑宏まちづくり整備課長 この道路につきましては、完全に歩車道境

界ブロックで高く上げて分離するという形ではなくて、人と車が行き来できる

ような形で考えております。 

〇長島邦夫議長 第６番、畠山美幸議員。 

〇６番（畠山美幸議員） ２つ質問させていただきます。 

  まず、１点目は歩道のほうのアスファルトの種類なのですけれども、熱を

カバーできるようなアスファルトの素材というものがあるかと思うのですけれ

ども、この道は東西に延びている道だと思うのですけれども、恐らく西日が

当たり、朝は朝日が当たったりして熱がこもりやすい道なのではないかなと



思うのです。そのときに歩道だけでもせめてアスファルトの種類を熱がなる

べくこもらないような素材にできるのかどうなのかということと、あとこの工期

が１月 31日までということになっておりますので、その間の子供たちの通学、

ここの道は半分ずつの工事になるのか、どういった形で子供たちはここを通

学するのかお聞きしたいと思います。 

〇長島邦夫議長 田邊まちづくり整備課長。 

〇田邊淑宏まちづくり整備課長 お答えいたします。 

  歩道につきましては、インターロッキングブロックといいまして、今考えて

いるのは、10センチ、20センチの四角の形のものを歩道に張っていくような

形を考えています。ですから、熱とかその辺の関係でございますけれども、

この辺についても参考にさせてもらって、そういうブロックがあればそういう

ものということも考えていきたいと考えております。今計上しているのは、そ

ういう形のブロックでございます。それと、通学路の関係でございますけれど

も、これにつきましては７月ごろから小中学校、大妻さんと協議のほうに入っ

てございまして、今後どのような形でやっていくかということで相談している

わけでございますけれども、今回ここで正式に契約のほうが決まれば、正式

な形で学校のほうと協議していきたいと考えております。施工の方法につき

ましては、その協議の内容によってになってくるのかなというふうに考えてお

ります。ただ、これについては簡単にすぐ終わるような工事ではないので、

その辺を含めて十分協議していきたいと思います。 



〇長島邦夫議長 第９番、川口浩史議員。 

〇９番（川口浩史議員） 先ほどの渋谷議員の質問で、縁石を設けないでと

いうことだったわけですけれども、どうしてそういう方法をとるのか、ちょっと

その理由を伺いたいと思います。それから、今回の工事ではさいしんのとこ

ろから駐車場が終わるところまでは歩道はつかないという理解で、その先が

つくという理解でよろしいのか伺いたいと思います。それと、今度一般競争

入札事後審査型というふうになっているわけですけれども、この審査型の利

点というのはどういうものがあるのか伺えればと思います。 

〇長島邦夫議長 田邊まちづくり整備課長。 

〇田邊淑宏まちづくり整備課長 お答えいたします。 

  今回のこの道路につきましては、歩車道境界ブロックで歩道と車道を完

全に切ってしまうというような形を考えなかったということでございますけれ

ども、この道路につきましてはいろいろな役割を果たすような道路というふう

に考えております。要は町の駅からすぐ来ましてメーンの道路、要するに顔

となる道路ということで考えておりまして、通学路にもなっておりますし、観光

的な道路にもなっております。さまざまな役割を担っているような道路という

ことでございまして、できる限りそういうくっきり分けたような形の道路ではな

くて、環境というか、要するに町並みに合ったような道路というふうに考えて

こういう形を選択いたしました。 

  それと、先ほど説明の中で起点からナンバー３プラス 12 メートルの間に



つきましては、10 メートルの両側の歩道で正式な幅員の工事が施工できな

いと。要するにそこに家がございまして、その家の関係で今回はその部分を

断念させてもらったということでございまして、その部分については歩道は設

置できない、要するにするだけのスペースがないというふうに考えていただ

きたいと思います。ただ、杏の杜の店舗があったところの部分については用

地のほうが確保されていますので、できる限り広げて処理していきたいとい

うふうに考えております。 

  以上です。 

〇長島邦夫議長 井上総務課長。 

〇井上裕美総務課長 お答えいたします。 

  事後審査型の一般競争入札のメリットということでございますけれども、

幾つかございまして、まず資格審査を行う業者数の縮小ということでござい

ます。事前の審査型ですと、入札参加者全業者を審査するわけでございま

す。事後審査型でございますと、落札候補者１社のみを審査するということ

でございまして、事務の効率化が図れることが１点でございます。 

  それから、公告の開始から入札開札日までの期間が短縮できるというこ

とでございます。事前審査ですと、約 45日ほどの期間がかかりました。事

後審査型では、約 25日前後でこれができるということでございます。 

  それから、選定委員会というのを入札する場合には開催するわけでござ

いますけれども、選定委員会のほうも、事前審査の場合には資格要件決定



会議、これを１回し、その後に資格認定会議、これを１回行いますので、２回

行います。事後審査型ですと資格要件決定会議のみということで、１回で済

むということでございます。業者にとりましても事前にいろんな書類を出さな

くて済むということもございます。町にとりましても効率的ということで、双方

にとってよい制度だというふうに思います。ちなみに、嵐山町では 23年６月

から事後審査型の一般競争入札、これを試行的に実施しているところでご

ざいます。 

  以上です。 

〇長島邦夫議長 ほかに。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇長島邦夫議長 質疑を終結いたします。 

  討論を行います。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇長島邦夫議長 討論を終結いたします。 

  これより議案第 38号 工事請負契約の締結について（道路改築工事）

の件を採決いたします。 

  本案を原案のとおり決することに賛成の議員の挙手を求めます。 

          〔挙手全員〕 

〇長島邦夫議長 挙手全員。 

  よって、本案は可決されました。 



 

    ◎閉会の宣告 

〇長島邦夫議長 これにて本議会に付議されました議案の審議は終了いた

しました。 

  これをもちまして平成 24年嵐山町議会第２回臨時会を閉会いたします。 

  大変お疲れさまでした。 

                            （午前１０時３２分） 


